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1 はじめに
キーボードは人間とコンピューターとのインタラクショ
ンにおいて非常に重要な役割を果たしている．QWERTY
配列のキーボードはデスクトップ上では非常に適した構
成で，両手を使うにはとても効率的で操作が行いやすい
が，モバイルデバイスで広く使われている QWERTY配
列のキーボードは必ずしもうまく機能するとは限らない．
モバイルデバイスでは，ユーザは片手で入力する傾向が
強く [1]，QWERTY配列のキーボードは両手で入力する
ように設計されているため [2]，片手では QWERTY 配
列のキーボードの利点を発揮できず入力効率が低下する
傾向がある．同時に，小さい画面では，キーが密集した
QWERTY 配列のキーボードは，「ファットフィンガー」
[4]の問題を抱える．Liと Findlaterの研究 [3]によれば，
ユーザがソフトウェアキーボードを使用している場合，ソ
フトウェアキーボードは物理的なキーのフィードバック
がないので，キーの位置を繰り返し確認しなければ，正し
い入力ができない．しかし，キーの位置を常に確認すると，
非効率的になる．
そこで本研究では，入力効率を向上させるソフトウェア
キーボードの設計を検討し，標準的な QWERTY配列の
キー配置を基に，キーのスタイルを動的に変化させる新し
いソフトウェアキーボードを提案する．このキーボード
は，QWERTY レイアウトを保ちつつ，ユーザが入力し
たいキーを予測し，キーのスタイル（色やサイズなど）を
動的に変化させる．これにより，ユーザがキーの位置を確
認しやすくなり，また「ファットフィンガー」問題が軽減
することで入力効率が向上すると期待される．
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2 キースタイルの動的変更
本研究で提案するソフトウェアキーボードは，次に説明
する 3つのモジュールで構成される．

単語予測モジュール
本モジュールは，入力された内容に基づいて次にユー
ザが入力したい単語の集合を返す．このモジュールは
すでに入力された文の文脈および入力しているアル
ファベットにより，ユーザが入力する可能性が高い単
語の集合を予測する．

アルファベット予測モジュール
本モジュールは，単語予測モジュールで予測された単
語の集合と入力された文字に基づき，次に入力される
可能性が高いアルファベット文字を予測し，そのアル
ファベット文字の集合を返す．

キーのスタイル調整モジュール
本モジュールは，上記のアルファベット予測モジュー
ルで計算されたアルファベットの集合を取得し，それ
に対応するキーのスタイルを変更する．キーボードの
レイアウトが大きく崩れないように，変更されたキー
のスタイルに従って，他のキーのスタイルと位置を同
時に調整する．

キーのスタイルを調整する方法としては，以下の方法が
考えられる．
1) 予測されたキーのサイズを拡大し，他のキーを縮小す
る．キーボードレイアウトを大きく変更しないよう
に，変更されたキーの位置とサイズに従って他のキー
のサイズと位置を調整する．

2) 予測されたキーの色を変更し，それに応じて他のキー
の色を調整する．

3) 予測されたキーのサイズと色を同時に変更する，それ
に応じて他のキーのサイズと位置を調整する．
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3 予備実験
提案手法において，キーのサイズが入力効率に与える影
響を調査するために，予備実験を行った．本実験では，拡
大するキーの数を４個に固定した．また，単語予測モジュ
ールは辞書にあるすべての単語を返すとし，アルファベッ
ト予測モジュールが必ずユーザが入力したいアルファベ
ットを含んで予測できるように実装した．
実験のタスクとしてはスマートフォンの画面に表示さ
れた文章を入力することである．ソフトウェアキーボード
のキーは，N,S,M,Lの４つのキーサイズ拡大方法（図 1）
を用意した．
N: 幅と高さを 0%伸ばす
S: 幅と高さをそれぞれおよそ 18%，10%伸ばす

M: 幅と高さをそれぞれおよそ 36%，20%伸ばす
L: 幅と高さをそれぞれおよそ 54%，30%伸ばす

(a) N (b) S

(c) M (d) L

図1 ４つのキーサイズ拡大方法

　今回の実験では参加者が 7 名であった．参加者は，そ
れぞれのサイズを拡大する方法を使用し，ソフトウェア
キーボードに文章*1を入力した．評価対象は，入力速度
（WPM）とエラー率（Error Rates)である．

図2 平均入力速度 (WPM)

*1 [5]による emailから抽出した短い文章を 20個選んだ

図3 平均エラー率 (%)

図 2は N,S,M,L サイズの平均入力速度である．S サイ
ズとMサイズの平均入力速度が比較的高く，Lサイズの
平均入力速度が低かった．つまり，キーのサイズをある
程度大きくすると入力速度が上がるが，キーのサイズが
大きすぎると入力速度が下がる傾向が見られた．図 3は
N,S,M,L サイズの平均エラー率である．L サイズの平均
エラー率が最も低く，キーのサイズを大きくするとエラー
率が下がる傾向があった．

4 まとめ
本研究では，キーのスタイルを動的に変化させる方法
を提案し，それに基づく QWERTY配列のキーボードを
実装し，予備実験を行った．今後の課題としては，実験参
加者の人数を増やし，実験を行う予定である．また，統計
分析手法を使い，実験結果を分析する．最後にキーのサイ
ズ・色と拡大するキーの数を調整し，入力効率の影響を考
察する予定である．
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